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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 
 

回次
第161期
第３四半期
連結累計期間

第162期
第３四半期
連結累計期間

第161期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (千円) 3,406,139 2,570,492 4,374,971

経常損失（△） (千円) △13,019 △349,372 △160,081

四半期(当期)純損失（△） (千円) △261,973 △549,583 △857,686

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △338,640 △653,351 △963,124

純資産額 (千円) 1,940,835 514,610 1,173,891

総資産額 (千円) 6,392,264 5,646,309 6,036,935

１株当たり四半期(当期)純損失金
額（△）

(円) △36.77 △77.16 △120.38

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 29.5 8.1 18.5
 

 

回次
第161期
第３四半期
連結会計期間

第162期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日

１株当たり四半期純損失金額
（△）　　　　　　

(円) △19.11 △25.60
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、１株当たり四半期(当期)純損失金額であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、本文中における事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(継続企業の前提に関する重要事象等)

当社グループは前連結会計年度において経常損失を計上し、また、工場再編に関する特別損失が8億26百万円発生し

たことから、8億57百万円の純損失を計上しました。こうした状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じ

させるような事象又は状況が存在しております。

　当社グループは当該状況を解消するために、需要が減少する国内での生産を効率化すべく、工場集約による生産効

率の改善の徹底化を更に推し進めるとともに、メキシコ生産子会社を海外生産拠点において、海外需要を取り込むこ

とに引き続き取り組んでおります。

　これらの対応策を実施することにより、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しておりま

す。

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済対策、金融緩和政策により、企業収益等の改

善傾向がみられ、景気は緩やかな回復基調にあるものの、消費税引き上げ影響の長期化、原油価格が下落する一方

で急激な円安による輸入原材料の高騰、欧州経済の停滞、中国や振興国経済の減速等により、依然として先行きの

不透明感が続いております。

当繊維業界におきましても、国内外の大きな事業環境の変化、輸入原材料価格の高騰、企業間競争の激化によ

り、依然として厳しい環境にあります。

このような状況のもと、当社グループは、工場集約を生かしたさらなる生産効率改善の徹底、得意とする素材、

加工の開発・販売、海外生産拠点の事業を安定化させることを強力に推進しております。この結果、当第３四半期

連結累計期間の売上高は25億70百万円(前年同四半期比24.5％減)、経常損失は３億49百万円(前年同四半期は13百万

円の損失)、四半期純損失は５億49百万円(前年同四半期は２億61百万円の損失)となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①　繊維事業

衣料用途においては、得意とする機能性商品、資材用途においては、高機能繊維商品関連が堅調に推移しまし

たが、工場の集約化、国内需要の停滞等の中、総じて減少となりました。

以上の結果、繊維事業全体における売上高は22億18百万円(前年同四半期比28.2%減)、営業損失は４億17百万円

(前年同四半期は１億53百万円の損失)となりました。

②　その他

機械製造・修理事業、内装業において受注が堅調に推移しました。

以上の結果、その他における売上高は３億51百万円(前年同四半期比11.5％増)、営業利益は13百万円(前年同四

半期比56.6％減)となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間の総資産は、前連結会計年度末に比べ３億90百万円減少し、56億46百万円となりまし

た。主な要因は、現金及び預金の減少５億13百万円によるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べ２億68百万円増加し、51億31百万円となりました。主な要因は、支払手形及び

買掛金の減少81百万円、短期借入金の増加３億円等によるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ６億59百万円減少し、５億14百万円となりました。主な要因は、四半期純損

失の計上によるものであります。

 

(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費の総額は12,298千円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

EDINET提出書類

倉庫精練株式会社(E00596)

四半期報告書

 4/18



第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成27年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,140,078 7,140,078
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は1,000株で
あります。

計 7,140,078 7,140,078 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年12月31日 ― 7,140,078 ― 506,000 ― 130,686
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成26年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式　12,000

― 単元株式数1,000株

(相互保有株式)
普通株式　11,000

― 同上

完全議決権株式(その他)
普通株式 7,075,000　

      
7,075 同上

単元未満株式
普通株式　42,078 　

     
― 単元株式数(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 7,140,078 ― ―

総株主の議決権 ― 7,075 ―
 

(注)１「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には,証券保管振替機構名義の株式が1,000(議決権1個)含まれており

ます。

２ 当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成26年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

② 【自己株式等】

平成26年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
倉庫精練株式会社

石川県金沢市古府町南459 12,000 ─ 12,000 0.17

(相互保有株式)
株式会社キョクソー

石川県白山市八田町29 11,000 ─ 11,000 0.15

計 ― 23,000 ─ 23,000 0.32
 

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

第161期連結会計年度　有限責任あずさ監査法人

第162期第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間　太陽有限責任監査法人
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,430,767 916,830

  受取手形及び売掛金 ※1  1,156,348 ※1  862,598

  商品及び製品 250,331 225,156

  仕掛品 213,870 139,671

  原材料及び貯蔵品 239,031 199,346

  繰延税金資産 2,973 2,879

  その他 226,296 397,303

  貸倒引当金 △2,242 △1,457

  流動資産合計 3,517,377 2,742,329

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 769,045 1,517,688

   機械装置及び運搬具（純額） 243,517 713,339

   その他（純額） 1,109,703 443,031

   有形固定資産合計 2,122,267 2,674,059

  無形固定資産 8,060 6,492

  投資その他の資産   

   投資有価証券 322,108 170,292

   その他 72,862 53,135

   貸倒引当金 △5,741 -

   投資その他の資産合計 389,230 223,428

  固定資産合計 2,519,558 2,903,980

 資産合計 6,036,935 5,646,309
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※1  864,017 ※1  782,190

  短期借入金 - 300,000

  1年内返済予定の長期借入金 371,236 203,026

  未払法人税等 1,623 16,643

  賞与引当金 8,491 16,555

  前受金 - 250,000

  その他 540,782 284,920

  流動負債合計 1,786,150 1,853,336

 固定負債   

  長期借入金 2,293,461 2,528,247

  役員退職慰労引当金 25,924 27,836

  退職給付に係る負債 549,714 543,234

  負ののれん 6,193 5,504

  資産除去債務 95,182 92,604

  その他 106,417 80,935

  固定負債合計 3,076,894 3,278,362

 負債合計 4,863,044 5,131,699

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 506,000 506,000

  資本剰余金 130,686 130,686

  利益剰余金 542,611 △11,908

  自己株式 △2,124 △2,546

  株主資本合計 1,177,173 622,231

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 61,447 18,081

  為替換算調整勘定 21,875 △71,078

  退職給付に係る調整累計額 △142,332 △111,258

  その他の包括利益累計額合計 △59,009 △164,255

 少数株主持分 55,727 56,634

 純資産合計 1,173,891 514,610

負債純資産合計 6,036,935 5,646,309
 

 

EDINET提出書類

倉庫精練株式会社(E00596)

四半期報告書

 9/18



(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 3,406,139 2,570,492

売上原価 3,160,821 2,518,618

売上総利益 245,317 51,874

販売費及び一般管理費 358,571 476,192

営業損失（△） △113,253 △424,317

営業外収益   

 受取利息 123 69

 受取配当金 12,630 4,304

 受取賃貸料 69,503 67,771

 持分法による投資利益 7,435 405

 為替差益 33,731 45,492

 その他 17,642 15,104

 営業外収益合計 141,067 133,148

営業外費用   

 支払利息 18,439 32,368

 賃貸費用 16,948 15,528

 その他 5,445 10,305

 営業外費用合計 40,833 58,202

経常損失（△） △13,019 △349,372

特別利益   

 固定資産売却益 - 29,517

 投資有価証券売却益 - 72,460

 特別利益合計 - 101,977

特別損失   

 固定資産処分損 - 284,879

 工場再編損失 230,400 -

 特別損失合計 230,400 284,879

税金等調整前四半期純損失（△） △243,420 △532,274

法人税等 17,428 15,853

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △260,848 △548,127

少数株主利益 1,124 1,455

四半期純損失（△） △261,973 △549,583
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △260,848 △548,127

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △8,975 △43,343

 退職給付に係る調整額 - 31,073

 為替換算調整勘定 △68,815 △92,953

 その他の包括利益合計 △77,791 △105,223

四半期包括利益 △338,640 △653,351

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △339,777 △654,828

 少数株主に係る四半期包括利益 1,137 1,476
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

退職給付に関する会計基準等の適用

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数

に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使

用する方法へ変更いたしました。なお、この変更に伴う期首の利益剰余金並びに損益に与える影響はありません。
 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第３四半期連結累計期間

(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

税金費用の計算 　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す

る方法を採用しております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を

計算すると著しく合理性を欠く結果となる会社については、法定実効税率を

使用して計算した金額を計上しております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高から除かれております。

 

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

受取手形 ―　千円 35,441千円

支払手形 ―　〃 98,056〃
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及び負ののれんの償却額は、

次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

減価償却費 117,851千円 136,392千円

負ののれんの償却額 688〃 688〃
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月28日
定時株主総会

普通株式 17,825 2.5 平成25年３月31日 平成25年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント その他 合計 調整額
四半期連結損益計
算書計上額

繊維事業 (注)1  （注）2 （注）3

売上高      

  外部顧客への売上高 3,090,815 315,323 3,406,139 ― 3,406,139

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― 61,825 61,825 △61,825 ―

計 3,090,815 377,148 3,467,964 △61,825 3,406,139

セグメント利益又は損失(△) △153,367 30,306 △123,061 9,807 △113,253
 

(注) 1 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、各種機械の製造販売業及び内装業等

を含んでおります。

2 セグメント利益又は損失の調整額は、すべてセグメント間の取引調整であります。

3 セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント その他 合計 調整額
四半期連結損益計
算書計上額

繊維事業 (注)1  （注）2 （注）3

売上高      

  外部顧客への売上高 2,218,997 351,495 2,570,492 ― 2,570,492

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― 56,572 56,572 △56,572 ―

計 2,218,997 408,067 2,627,065 △56,572 2,570,492

セグメント利益又は損失(△) △417,928 13,166 △404,762 △19,555 △424,317
 

(注) 1 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、各種機械の製造販売業及び内装業等

を含んでおります。

2 セグメント利益又は損失の調整額は、すべてセグメント間の取引調整であります。

3 セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

１株当たり四半期純損失金額(△) △36円77銭 △77円16銭

(算定上の基礎)   

四半期純損失金額(△)(千円) △261,973 △549,583

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純損失金額(△)(千円) △261,973 △549,583

普通株式の期中平均株式数(千株) 7,125 7,123
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【その他】

 

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年２月13日

倉庫精練株式会社

取締役会  御中

 

太陽有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   山　本　 栄 一      印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   泉　　　 淳 一      印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている倉庫精練株式会

社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、倉庫精練株式会社及び連結子会社の平成26年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

その他の事項

　会社の平成26年3月31日をもって終了した前連結会計年度の第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間に係

る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監

査が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して平成26年２月12日付けで無限定の結論を表明し

ており、また、当該連結財務諸表に対して平成26年6月27日付けで無限定適正意見を表明している。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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